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  今週の原発情報クリッピング〔4月9日〜4月15日〕


  


  ここ1週間で話題になった原発・放射線に関するニュースの中から、特に注目すべき、読んでおきたいニュースを、アシスタントの小嶋裕一（@mutevox）が紹介します（※ニュースのリンクはリンク先の都合によりリンク切れになっていることがあります）。〔毎号配信〕


  


  ◆原子力安全委：班目委員長ら全員留任 規制庁発足まで


  （毎日新聞／4月9日）


  http://mainichi.jp/select/news/20120410k0000m040032000c.html


  4月9日、原子力安全委員会の斑目春樹委員長は、自身を含む5人の委員全員が原子力規制庁の発足まで留任すると発表した。原子力安全委員会の5人の委員のうち、3人の委員が4月16日で任期満了となるが、委員が過半数を割ると意思決定ができなくなる。そのため細野豪志原発事故担当相が、任期満了を迎える3人の委員に留任を要請していた。細野原発相と5人の委員は、原子力規制行政の空白期間を回避すべきとの意見で一致し、原子力規制庁の発足まで留任が決まった。


  



  ◆福島第一原発：避難長期化の双葉郡 「仮の町」いわき困惑


  （毎日新聞／4月9日）


  http://mainichi.jp/select/news/20120410k0000m040095000c.html


  福島県の渡辺敬夫いわき市長は4月9日、同市を訪れた平野達男復興相と会談し、双葉郡の一部の自治体がいわき市に「仮の町」の設置を検討していることについて、双葉郡の首長や県、国から説明をまったく受けていない中で構想だけがひとり歩きしているとして、不快感を示した。「仮の町」構想は、避難が長期化している双葉郡の自治体がいわき市に住宅や役場、学校、病院、商業施設といったコミュニティ機能を移転する計画。渡辺市長は、避難者がいつ帰れるのかというロードマップを示してもらわなければ受け入れがたい、国や県はいわき市も被災地であるとの認識が薄いのではないかと訴えた。


  いわき市は約2万5000人の避難者を受け入れている。避難者の住宅確保や双葉郡の自治体からの要望など、いわき市だけで対応するには限界があるとして、県に調整を求めている。また、人口33万人の都市に、人口の1割に近い避難者が流入しており、市民と避難者との間に軋轢が生じているともいわれている。


  参考：双葉郡から避難1万9950人 いわき市、受け入れ限界


  （福島民報／2011年11月27日）


  http://www.minpo.jp/pub/topics/jishin2011/2011/11/post_2589.html


  「原発避難者、働かずパチンコ」 いわき市長が発言（河北新報／4月10日）


  http://www.kahoku.co.jp/news/2012/04/20120410t61017.htm


  



  ◆原発100キロ圏、知事に拒否権 関電に大阪府市要求へ


  （朝日新聞／4月10日）


  http://www.asahi.com/politics/update/0410/OSK201204100146.html


  ◆大飯100キロ圏と安全協定を 大阪府市が再稼働8条件


  （朝日新聞／4月10日）


  http://www.asahi.com/kansai/news/OSK201204100021.html


  ◆原発再稼働8条件、市として検討重ねる＝橋下・大阪市長


  （ロイター／4月10日）


  http://jp.reuters.com/article/businessNews/idJPTJE83900S20120410


  4月10日、大阪府と大阪市の統合本部会議が開かれ、関西電力の筆頭株主である大阪市が関西電力の株主総会で原発全廃を含む議案を提出する方針を決定した。また、大飯原発再稼働の8条件を政府に提示することも大筋で了承された。この8条件には、独立性が高い原子力規制庁の設置やその体制の下での安全基準の見直し、関電と大飯原発100km圏内の府県との安全協定締結が含まれる。また、大飯原発のある福井県に隣接する京都府、滋賀県が再稼働に批判的なことから、周辺自治体の住民による熟議を経て再稼働を決定するよう求めている。


  



  ◆福島第一原発：独自の事故調設置…米科学アカデミー


  （毎日新聞／4月10日）


  http://mainichi.jp/select/news/20120410k0000e040197000c.html


  4月10日、米国最大の学術機関「米国科学アカデミー」が、米議会の要請を受け、福島第一原発事故を検証する独自の事故調査委員会を立ち上げたことがわかった。日本の政府や自治体、民間の事故調査委員会の調査結果を参考にし、事故の教訓を分析。今後2年かけて、原発の安全性向上など、今後の米原子力政策の課題解決に活かしていく。


  



  ◆島根原発：異常時に情報提供 中国電と県、24時間態勢で連携きょうから 広島


  （毎日新聞／4月11日）


  http://mainichi.jp/area/hiroshima/news/20120411ddlk34040636000c.html


  広島県の湯崎英彦知事は4月10日、島根原発で緊急事態が発生した場合に備え、中国電力から情報提供を受けるシステムを4月11日から稼働すると発表した。原子炉施設の故障や緊急事態、放射性物質で周辺地域に異常が発生した場合に、県は中国電力から24時間体制で情報を受け、防災ウェブサイトや防災行政無線などを通じて市町、県民に情報提供する。島根原発は広島県の県境から最短で50キロの距離に位置。中国電力によると、国の緊急防護措置区域とされる30キロ圏の外にある自治体と非常時連絡体制の構築するのは管内では初。


  



  ◆温室効果ガス：原発ゼロでも25％削減 国立環境研が試算


  （毎日新聞／4月12日）


  http://mainichi.jp/select/news/20120413k0000m040068000c.html


  環境省の中央環境審議会小委員会は4月12日、国立環境研究所が実施した2030年の原発稼働状況と温室効果ガス排出量の試算を公表した。試算によると、2030年時点で発電量力量に占める原発の割合をゼロにしたとしても、1999年比で最大25％の温室効果ガス削減を達成できるという。


  参考：中央環境審議会地球環境部会（第104回）議事次第


  http://www.env.go.jp/council/06earth/y060-104.html


  



  ◆原発事故、被爆者同様の支援を 福島・浪江町が法整備要請へ


  （共同通信／4月14日）


  http://www.47news.jp/CN/201204/CN2012041401001362.html


  ◆全町民医療費無料化を 浪江町が国に法要請へ


  （福島民報／4月15日）


  http://www.minpo.jp/view.php?pageId=4147&blockId=9962004&newsMode=article


  4月14日、福島県浪江町は、全町民に配布予定の「放射線管理手帳」について、被爆者援護法に基づく「被爆援護法」と同様に、医療費無料等の支援を受けられるよう政府に法整備を要請する方針であることを明らかにした。浪江町では双葉郡のほかの7町村にも連携を呼びかけており、双葉町や富岡町も同様に政府に要請する方針。


  



  ◆経産相「原発一瞬ゼロに」 大飯再稼働、泊検査に間に合わずと判断


  （北海道新聞／4月15日）


  http://www.hokkaido-np.co.jp/news/politics/365336.html


  枝野幸男経済産業相は4月15日、現在稼働している泊原発3号機が5月5日に定期検査に入れば、国内で稼働する原発が「一瞬ゼロになる」と述べた。泊原発3号機が定期検査入りする5月5日までに、福井県の大飯原発3、4号機の再稼働させることを断念したとみられる。前日の4月14日、枝野経産相は福井県を訪問し、大飯原発再稼働への理解を求めたものの、福井県の西川知事は再稼働にあたっては関西圏から広く理解を得る必要があると答えていた。これを受けて、5月5日までの大飯原発再稼働は難しいと判断したものとみられる。


  



  ◆福島第一原発:2号機の温度計1個異常


  （毎日新聞／4月15日）


  http://mainichi.jp/select/news/20120416k0000m040016000c.html


  東京電力は4月15日、福島第一原発2号機の原子炉圧力容器底部に7個ある温度計のうちの1個が、正常に温度が測定できない状態になったと発表した。この温度計は「冷温停止状態」（容器底部が100度以下）を判断するために用いられている。7個の温度計のうち、すでに2個が故障、3個に異常が見られ、正常に作動しているのは残る2個だけとなった。東電によると、正常に動作している温度計は冷温停止状態を示しており、異常をきたした温度計も傾向の把握には使えるという。東電は今年7月にも新たな温度計を設置したいとしている。


  原子炉圧力容器の温度計の故障は以前にも見つかっている。2012年1月末から2月にかけて、原子炉圧力容器下部の温度計の1つで温度上昇が続いていた。東京電力はその原因を燃料の一部に水が届いていないためと考え、対策として注水量を増やし、再臨界を防ぐためにホウ酸水を注入した。しかし温度上昇は続き、「冷温停止状態」の基準を超える温度に達した時点で検査を行ったところ、温度計の故障と判断された（詳細はvol.22の「今週の原発情報クリッピング」を参照のこと）。


  津田大介のデジタル日記〔4月11日〜4月17日〕

  


  ツイッターでは書ききれない、いろいろな日常の記録をこちらに書いていきます。〔毎号配信〕

  


  ■4/11（水）■


  　●昼過ぎに起床。さすがに一日前の強行軍で疲れているらしい。


  　●っていうかあれ（朝一で高槻に行き授業２コマやって帰京してJAM THE WORLD）毎週やるのか……。


  　●自分で入れた予定とはいえ、無茶をしたものだなと嘆息。


  　●俺、何のために働いているのかな。みたいなことを時々考える。


  　●そして、一晩寝ると忘れる。


  　●忘却能力が高くて良かった。


  　●13時過ぎに渋谷に移動。NHK近くのホテルで14時からNHK「オトナのトビラTV」の収録。


  　●学生向けにソーシャルメディアの可能性と危険性とかについて話す。


  　●『Twitter社会論』を出した2009年11月以降、いろいろなところでソーシャルメディアの話をしてきたのだが、いい加減ソーシャルメディアそのものの話をするのは飽きた。


  　●そういうのはもう『動員の革命』に全部まとめたので、これ以上はもういいだろ的な気持ちでいっぱい。


  　●自分の気持ち的には『動員の革命』の第4章「ソーシャルメディア×未来」で語ったような今後の可能性とか、あとがきで書いた未来への具体的な話にしか興味がない。そのためのツールやプラットフォームを作るために無理して人を雇ったり、思うように人を雇えなかったりして悩んだりしている。


  　●テレビのレギュラーも増えて、大学の教員にもなって、他人から見たら順風満帆に見えるのかもしれないけど、仕事的には人生で一番悩んでいるかもしれない。しかもその原因は自分というより、自分ではままならない要素がたくさんありすぎるからなのだが。


  　●結局俺のような人間は自分を信じて一人でやるしかないってことなのかもしれないけど。で、これは愚痴というよりかは、自分で解決しなきゃいけない類の問題であるのだとも思っている。


  　●エキサイティングな状況に置かれていても、それはイコール楽しいことってわけじゃない。意志の共有と状況把握と本人のスキル、この3つのマッチングの問題だな。


  　●さてさて、このトンネル、いつ抜けられますかね。


  　●収録終了後六本木ヒルズに移動。17時から立入勝義さん（@tachiiri）と彼が今働いている世界銀行の方と打ち合わせ。


  　●打ち合わせ終了後、オーディオトリムに移動。ビジネススキルアップアカデミーの前打ち合わせ。


  　●今日は一休.comの森正文社長と米倉誠一郎さんをゲストに招いたスペシャル対談＆鼎談。いい話がたくさん聞けた。


  　●そもそも「旅行をする」という習慣が俺にはないので、一休を今まで利用したことは一度もないわけだけど、話を聞いてるといろいろ興味が出てきた。


  　●終了後、今日2回目のNHKに移動。22時くらいから打ち合わせ。


  　●本日は2回目となる「NEWS WEB 24」に出演。スタッフがピックアップする以外のツイートをリアルタイムで追うのが前回PCでは難しかったので、今回はiPadとStreamTweet（vol.8の「レビューでドン」参照）でツイートを追うことにしてみる。


  　●これが奏功。流れる速度が速いタイムラインでもStreamTweetは対応できるので、番組スタッフではタイムリーに拾えてないツイートをいくつか拾えた。ツイート拾いと番組反映の部分でほかの曜日のネットナビゲーターに負けるわけにはいかないので、自分なりのノウハウを作っていくためのテストの日、でもあった。


  　●テストという意味では、もう1つ意識的にチャレンジしたことがあった。それは他社の報道を固有名で言及するということ。関西テレビの「あるある大辞典」問題や、東京新聞のスクープ報道に触れて、記者に質問したりした。後者はまったく台本になかった流れで記者が固まってしまい、ちょっとした放送事故寸前に。やってしまったかな、とは思いつつ、ああいうイレギュラーな瞬間を地上波の報道に持ち込むということが俺がやりたいことの1つでもあるので結果オーライなのでした。


  　●番組終了後「地方にいる記者は経験も少なく、取材したこと以外はなかなか振られても話しにくい。お手柔らかに」的なことを番組のプロデューサーから言われた。ふっふっふ。


  　●終了後帰宅。しかし、NEWS WEB 24は視聴者にどれだけ受け入れられているのかは正直なところわからない。25分に詰め込みすぎだという批判ももっともだ。その環境の中でどこまで勝負できるか。勝負してると多くの視聴者に思わせない形で勝負して、結果何か新しい価値を生み出していければいいと思う。


  　●にしても眠いぜ……。


  



  ■4/12（木）■


  　●昼に起床。メルマガの編成会議。


  　●15時過ぎにグランドアーク半蔵門に向かう。


  　●16時から日経ビジネスオンラインの企画で加藤紘一議員と対談。「加藤の乱」の話から、政治とネットの話をいろいろ。楽しかった。


  　●もう加藤さん71歳なんだってね。


  　●自分が71歳になったときのことを想像できない。


  　●たぶんこの世にいない気がしつつも、でもなんかしぶとく生きて、あんまメンタリティーとか今と変わらず生きてるような気もする。どっちかかも。


  　●死ぬまで精神的に今ぐらいの感じでいたいですね。


  　●終了後、微妙に時間が空いたのでグランドアーク半蔵門で斎藤哲也さんとお茶。


  　●19時過ぎにTOKYO MX入り。「ゴールデンアワー」の打ち合わせ。


  　●20時から「ゴールデンアワー」本番。今日のゲストはフォトジャーナリストの安田菜津紀さん（@NatsukiYasuda）。いつもは外で会ってばかりだったので、女の子っぽい格好の安田さんが新鮮だった。


  　●安田さんはコメントも超しっかりしていて、自分が彼女くらいの年のときは一体何やってたんだろうとかいろいろ考えてしまった。


  　●安田さんはまたゴールデンアワーに出てくれるとのこと。もっともっと有名になって、世の中をどんどん変えていってもらいたいと思う。


  　●番組終了後、赤坂に移動。一緒にやらない？ 的なお誘いの意味でHくんに声をかける目的の会食。どこまで本人にやる気があるかはわからないけど、もうこのような形でいろいろな人に声をかけていくしかないのだろうなあとも。


  



  ■4/13（金）■


  　●お昼に起床。事務所でニコニコ超会議の社内ミーティング。


  　●13時30分頃新宿に移動。14時に紀伊國屋書店本店前で待ち合わせ。


  　●『動員の革命』発売キャンペーンということで書店回り。


  　●紀伊國屋本店の次、ブックファーストルミネ1店に移動。


  　●ブックファーストルミネ1店の次に東大駒場キャンパスの書籍部に移動。書店営業で初めて大学の生協に来た。東大駒場キャンパスが思った以上にきれいになっててビックリ。


  　●東大のあとは渋谷に移動。ブックファースト渋谷文化村通り店→啓文堂渋谷店→文教堂渋谷店と回ったあと、個人的に寄りたかったのでSHIBUYA TSUTAYAとMARUZEN＆ジュンク堂書店に行き営業する。


  　●終了後、代官山の蔦谷書店に移動。19時からインフォバーンのこばへんこと小林弘人CEO（@kobahen）と対談イベント。


  　●対談はとても面白かった……しかし！ 弊社のスタッフも企画元の版元スタッフも、誰もその対談を録音している人がおらず、終了後げんなりする。


  　●構成して載せれば絶対に面白いものになったので本当にもったいないことした。2012年一番悔しかった出来事かもしれない。


  　●というか、元々こういうトークが一回きりで消えていってしまうのがもったいないから拾ってアーカイブしていこうというのが津田マガ創刊の動機の一つでもあるので、その意味でも残念なことである。


  　●終了後、こばへんさんほか技術評論社のスタッフと食事に。代官山のシャレオツイタリアン。


  　●日本はこれから沈みゆく国であるのに、こういうお店はきれいに残っているわけで、いつまでこういう文化が残り続けるのだろうかみたいなことを考えた。


  　●食事後、蔦谷書店に戻り、書店を見て本を購入。帰途についた。


  



  ■4/14（土）■


  　●昼に起床。原稿。


  　●14時過ぎに早稲田に移動。


  　●早稲田大学14号館で社会科学部主催のシンポジウム。テーマは震災と今後の社会。


  　●早稲田の社学は俺らの頃と違って最近人気学部になっていて、第一志望で社学という学生が増えているらしく、合格したあとの歩留まりが段違いに良くなっているらしい。俺は典型的なダメ大学生だったけど、一応は社学出身者なわけで、学部のためにこうしてある種の恩返しができたのはうれしいし、変な気持ちでもある。


  　●終わったあと、社学時代の恩師（ゼミ指導教官）だった久塚純一先生の研究室に。軽く一杯飲もうということで早稲田のお店に。いろいろ思い出話をする。


  　●途中抜けだし、そこから赤坂TBSに。Lifeの予告編の打ち合わせ＆収録に参加。


  　●時間が思った以上にかかり、終わったのは23時過ぎに。


  　●夕飯を食べていなかったので、赤坂で食事。最近もっぱら会社に関する悩み相談しか外の人としていない気がする。


  



  ■4/15（日）■


  　●昼過ぎに起きて仕事。


  　●18時30分に新宿の随園別館で「おくの細道2012」のお疲れ様会。


  　●高円寺に戻ってきて、事務所で原稿。


  　●ひたすら原稿。


  　●朝まで原稿。


  



  ■4/16（月）■


  　●原稿を書き続け、気がつけば14時過ぎ。ようやく脱稿し、メールを送信。


  　●社内ミーティング後、16時からOggiの連載取材。


  　●17時からNHK『特報首都圏』の打ち合わせ。


  　●18時過ぎに青葉台に移動。


  　●19時から青葉台の紀里谷和明さんの事務所で対談。


  　●対談終了後代官山に移動して、C社Gさんも交え会食。


  　●紀里谷さんがいい男過ぎてそりゃこれはモテるだろうなーと思いながら、いろいろな話をした。紀里谷さんは対談中、こちらの発した言葉に対してハッとする質問を投げかけてきて、久しぶりに緊張感のある対談だった。大きな問題意識を共有した前提でないと投げかけられない質問というのはあって、それを外さずど真ん中直球で投げてくる人なんだな、と思った。


  　●紀里谷さんとの会食中で、いくつか今後の時代を読むためのキーワード的なものももらった。心にメモをして、使っていきたいと思う。


  　●会食終了後、蔦谷書店に。立ち読みしたり、自分の言葉の使い方を考えたりしながら、帰宅。


  　●しかし、帰宅後もまったく仕事が終わらない。終わらないので朝まで自宅で作業。


  



  ■4/17（火）■


  　●そして今日から関西大学の授業が本格化。いろいろと絶望的な気持ちになりつつ眠い目をこすりながら東京駅に。新幹線の回数券を購入し、高槻に向かう。


  　●高槻駅には比較的早く到着。どこか時間をつぶせる場所がないかと思って探すものの何もないので観念して関西大学に向かう。


  　●2限のネットジャーナリズム実習。


  　●昼休みを経て3限のネットジャーナリズム論。300人取っている授業で第1回目のガイダンスは潜りの学生も含めて立ち見が出ていたが、出席は取らないことを表明したので生徒数は半分くらいに減っていた。そんなもんだし、学生はそれぐらいいい加減な感じの方がいいと思う。


  　●終了後急いで高槻経由で東京に戻る。これを毎週毎週やるのか……！ と改めて無謀なスケジュールを組んでしまったことを後悔。


  　●18時30分過ぎにヒルズに到着。J-WAVE入り。


  　●20時からJAM THE WORLD。レーティングということもあって今日のゲストはチームラボの猪子寿之さん（@inoko21）。


  　●相変わらず猪子さんはぶっ飛んでて、面白かった。動員力も抜群でJAMのUstには最大同時1000人の視聴者が。新記録。


  　●終了後、ミッドタウンに移動。22時30分過ぎに合流。スタジオボイスなどを手がける東窪公志さん（@toukubo）と会食。


  　●東窪さんは、似ているようで（実際仕事やワークスタイルが自分とかぶるところはあるんだけど）自分とはまったく違う世界で仕事をしている人なんだなということを認識し、こういう世界と俺のいる世界はどこに接点があって、それをつなぐものというのは何なのだろうか、とかそんなことを考えていた。


  　●事務所に戻って、長めのミーティング電話。2時過ぎに帰宅。


  　●物事を先に進めるための決断ということをいろいろとしていかなくてはいけないと考え始める1週間だった。


  MIAUからのお知らせ

  


  僕が代表理事を務めるインターネットユーザー協会（MIAU）から、最新情報をお伝えします

  


  こんにちは。MIAU事務局長兼メルマガスタッフの香月です。みなさんEFFってご存知ですか？ EFFはElectronic Frontier Foundationの略で、日本語だと電子フロンティア財団と訳されています。


  ■Electronic Frontier Foundation


  https://www.eff.org/


  EFFはアメリカにある非営利組織で、現在のデジタル社会やインターネット社会における自由のために動いている団体です。MIAUは日本版EFFを目指して設立されました。非営利組織であることや、寄付金が主な財源であること、そして抱えているミッションなどはMIAUと共通するところが多いですが、EFFは"Foundation"、つまり財団であるところが違います。EFFは専任の法曹関係者を雇っていたり、また裁判での弁護資金を提供してくれるなど、まぁMIAUに比べればかなり活動の範囲が広い団体です。ここまでMIAUもなれたらいいなぁ、と常々思っているのですが……。


  そのEFFが最近"CISPA"に反対するキャンペーンを張っています。そのキャンペーンサイトが非常にわかりやすいので、今日はそのサイトをざっくりと翻訳してみようと思います。本来は絵と一緒に読むものなので、一部意訳しているところもあります。ぜひキャンペーンサイトをご覧になりながらお読みください。CISPAがどのようなものか分かると思います。


  ■Stop Cyber Spying


  https://cyberspying.eff.org/


  



  ===翻訳ここから===


  サイバー検閲を止めよう - CISPA反対行動ウィーク


  CISPA(the Cyber Intelligence Sharing & Protection Act)は、政府がインターネットユーザーから日々データを吸い上げることを許可するプライバシーに関する全ての法律の抜け穴を切断するでしょう。私たちはそのような事態が起こることを止めねばなりません。


  あなたの地元の国会議員にツイートで呼びかけるツールを使いましょう。彼らにこの法案がインターネットユーザーから収集しようとしているすべての不必要な個人情報について知らせましょう。


  CISPA - CYBER INTELLIGENCE SHARING & PROTECTION ACT


  他のどの法律の条件とも関係なく[個人情報を収集することが出来る]


  （CISPAの条文より）


  ■基本的な法案の定義


  CISPAは1947年に成立したNational Security Actに、サイバー世界における脅かす恐れのある知識や情報の共有を条件を加える修正をする法案です。


  CISPAは「サイバー世界における脅威」とみなされるあらゆる情報に、政府や民間のセキュリティ機関、そしてGoogleやfacebook、twitterなどの企業がアクセスすることを許可します。


  ■CISPAにおける「サイバー世界における脅威」の定義


  ・公的あるいは私的なシステムやネットワークの機能を低下させたり、中断させたり、破壊したりする行動


  ・公的あるいは私的な情報や知的財産、そして個人を特定する情報の窃盗や横領


  ※この文脈における「横領」とは「不法な借用」を意味します。


  ※知的財産とは、PhotoshopからNiclelbackの最新のアルバムまでといったあらゆるものを指します。


  ■この法案の起草者、マイケル・ロジャース議員が言うには


  「アメリカのビジネスは、中国のように国家ぐるみのコンピューターへの侵入やデータの窃盗によって日々狙われています」


  ■しかし、CISPAには悪用の余地があります。


  「善意」での行動。「きっと」そうだったんでしょうね。


  CISPAが成立することで、政府や民間のセキュリティ機関、そしてGoogleやfacebook、twitterなどの企業は「サイバー空間における脅威」の情報を共有することが出来ます。ここでいう「サイバー空間における脅威」の情報とは「あなたの情報」です。


  その情報は別の企業や私的機関、そして政府によって共有されます。アメリカ映画協会やCIA、そしてあなたの雇用主にも共有されるかもしれないということです。


  そして誰があなたの情報を所持しているかについては決して知ることは出来ません。彼らにはあなたの情報を共有していることをあなたに伝える必要はないのです。


  しかも法的な行動から免責されています。もし誰かがあなたの個人情報を用いてミスをやらかしたとしても、あなたは法的な行動を取ることが出来ないのです。


  ■プライバシーポリシー？ (T_T)


  あらゆるユーザーのプライバシーへの法的な保護もCISPAによって無効にされてしまうでしょう。この法案は明らかに「他のどの法律の条件とも関係なく」情報が共有されることを宣言しています。


  ===翻訳ここまで===


  



  -----参考：著作権分科会 法制問題小委員会について----


  ■米国の新法案「CISPA」にプライバシー擁護団体などが抗議行動（日本経済新聞）


  http://www.nikkei.com/tech/personal/article/g=96958A9C93819499E3E5E2E1908DE3E5E2E6E0E2E3E0E2E2E2E2E2E2


  ■Facebook、新サイバーセキュリティ法案を支持、「個人情報は守り続ける」（ITpro）


  http://itpro.nikkeibp.co.jp/article/NEWS/20120416/390971/


  速水健朗の「本を読まない津田に成り代わってブックレビュー」《第13回》

  


  あまり本を読まない僕の代わりに、本好きで知られる編集者／ライターの速水健朗さん（@gotanda6）がおすすめの本を紹介する書評コーナーです。〔毎号配信〕

  


  ◆写メを撮る三毛猫ホームズの現代性


  [Amazonで購入]


  →『三毛猫ホームズの夢紀行』赤川次郎（光文社カッパ・ノベルス）


  http://www.amazon.co.jp/exec/obidos/ASIN/4334077099/xtcbz-22


  「三毛猫ホームズ」シリーズは、1978年のシリーズ開始から今年で34年。最新作の『三毛猫ホームズの夢紀行』（光文社カッパ・ノベルス）で、長編シリーズ48作目だそうです。日本のミステリの世界には、作品数でいえば、金田一耕助や十津川警部など化け物級のシリーズがありますが、安定した売れ行き、広い世代にわたる読者層などを踏まえると、三毛猫ホームズこそがもっとも親しまれている日本の国民的探偵といっていいでしょう。


  僕の場合、小学校4、5年生の頃に図書館にあった江戸川乱歩の「少年探偵シリーズ」を読破し、その次に手をつけたのが、「三毛猫ホームズ」シリーズでした。読書好きの中には、赤川次郎をきっかけに、いろいろと幅広く読むようになったという人も多いのではないでしょうか？　僕の場合は、当時隆盛を誇っていた角川文庫を片っ端から手に取るようになり、同時代から古典のミステリまで読書の対象を広げていきました。


  さて今回は、少年時代以来、25年ぶりに読んだ「三毛猫ホームズ」シリーズの最新作を取り上げてみようと思います。『三毛猫ホームズの夢紀行』は、登場人物のひきこもりの青年が、オンラインゲーム上でウィーンの街を散歩する場面から始まります。


  このシリーズ、34年経っても主人公たちの年齢は変わりません。片山は相変わらずお見合いを続けているし、妹の晴美と石津の関係も一方通行のまま。だけど、携帯電話は出てくるし、インターネットも使われています。そう、このシリーズは『ガラスの仮面』方式で、[*1] 主人公は歳をとらず、しかし常に舞台は現代という手法を採用しているのです。


  ひきこもりの青年・弘一は、母親と一緒に暮らしています。彼は、自分の部屋の中で独りネットで世界中を歩き回り、恋愛シミュレーションゲームの登場人物と会話をして過ごし、生活の世話はすべて母親が行っています。物語は、その母親が死ぬところから始まります。


  もう1人の登場人物は、弘一が引きこもる前、大学時代の友人であった亜由。彼女はアニメ系のイベントや出版などを手がけるプランニング会社に勤めています。彼女は携帯電話で連絡を受けたことを機に、母親を失った弘一の家に通うようになります。殺された弘一の母は、裏ビジネスを行っており、亜由の会社が入っているビルの駐車場で目撃されていました。弘一の部屋と、亜由の勤める会社。物語は、この2個所をめぐって進んでいきます。


  ビルの設定とその描写は、この物語の重要ポイントです。ここには、オーナー会社が営むカフェと貸し会議室が入っています。ビルに入居する企業は、この会議室を使っている。さらに、外部の企業やグループにも貸し出されています。カフェ、ケータリングを行う会社が、スペースの貸し出しを行うという形態いわゆるコワーキングスペース事業のイメージと思っていいでしょう。本作で描かれるのは、現代のビジネスのあり方です。仕事のたびにチームが組まれ、プロジェクト単位で動くIT企業の仕事の仕方が描かれます。そして、この企業の受付嬢が、今回の片山刑事のお見合い相手。彼女は派遣社員という設定です。


  こうした現代性をミステリに導入するというのは、赤川次郎という作家の特徴です。彼がデビューした1970年代後半は、角川書店によるメディアミックスの全盛期。その中心にいたのは、横溝正史です。彼の代表作が映画監督の市川崑らによって映画化 [*2] され、角川文庫の原作が書店で大々的にプッシュされる。[*3]


  横溝といえば、日本の山村や孤島を舞台に、旧家や村社会に伝わる因習や戦後の混乱を背景に、どろどろとした殺人を描いた作家でした。


  初期横溝作品に登場する建築物は、旧家の日本家屋。水車のトリックが用いられます。後期作品では、経済成長の象徴である団地が舞台になったこともあります。しかし、赤川次郎は都会の女子大を舞台に、40フィートコンテナ（その普及は70年代初頭のこと）を使ったトリックを持ち込みました。殺人の動機も、前者は旧家の因習が主。後者は不倫が多いですね。ここでは深く言及しませんが、赤川といえば不倫です。あっけらかんとした若い女と、何の取り柄もないおじさんを組み合わせ、さわやかな恋愛関係を注入することもあれば、殺人に発展させることもある。それが赤川次郎の世界です。


  1980年代は、薬師丸ひろ子の『セーラー服と機関銃』や原田知世の『早春物語』といった、都会的でライトな作品が角川メディアミックスの中心になっていきます。僕はそれに少し遅れてきた世代（1973年生まれ）なので、1985年に始まった「木曜ドラマストリート」の枠で、赤川次郎原作のドラマに触れた記憶が強いですが。


  「横溝＝角川」の時代から、「赤川＝角川」の時代への変化。これは、「戦前・戦後・高度経済成長期＝横溝」と、「それ以後＝赤川」という時代の変化を表しています。また、地方から都会へという舞台の変化でもあります。もしくは、ゲマインシャフトからゲゼルシャフトへという共同体の変遷を見出すこともできます（説明は紙幅の都合により回避、わからない人はググって！）。


  すみません。書評の枠を超えて饒舌になってしまいました。書評に戻ります。


  作品に現代性を組み込む一方で、不安なのはひきこもりの弘一くんがハマっているインターネットの描写でしょうか。彼は、現実とバーチャルの間で生きており、次第にその両者を倒錯させていきます。リアル恋人ができたことを恋愛シミュレーションゲームの登場人物に嫉妬されるといった展開をみせていくのです。


  こうしたひきこもり描写、インターネット描写は、どうしてもティピカルに映るし、そこへの表層的な批判意識が垣間見えます。そしてその背景に、今でも執筆は手書きという赤川次郎先生のデジタル技術へのスタンスが透けて見えるような気がします。


  最後に、主人公である三毛猫ホームズの今作での活躍をネタバレしますが、彼はなんと写メと携帯メールを活用します。もちろん、彼は猫です。手書き原稿の赤川先生よりも、ホームズのほうがネットリテラシーが高い！


  今回は、横溝、赤川の比較で、戦後から現代に至るまでを1980年代で切り分けられるという話をしましたが、さらなる切り分けポイントはネットでしょう。2000年代以降、ネットを舞台やトリックに用いて作品を描く代表的ミステリ作家は誰か？ その話はまたいつか。


  [Amazonで購入]


  →『三毛猫ホームズの夢紀行』赤川次郎（光文社カッパ・ノベルス）


  http://www.amazon.co.jp/exec/obidos/ASIN/4334077099/xtcbz-22


  [*1] 1975年に連載をスタートし、今も続く人気少女マンガ。物語内では開始から数年しか経っていないことになっているが、2008年に刊行された42巻で携帯電話が登場した。


  http://book.asahi.com/clip/TKY200909080071.html


  [*2]横溝正作品は『犬神家の一族』（1976年）を筆頭に、『金田一耕助の冒険』（1979年）、『悪魔が来りて笛を吹く』（1979年）、『悪霊島』（1981年）、『蔵の中』（1981年）と、立て続けに映画化された。


  [*3] http://www.kadokawa-hd.co.jp/company/history.php

  


  ▼速水健朗（はやみず・けんろう）


  1973年生まれ。石川県金沢市出身。フリーランス編集者／ライター。パソコン雑誌の編集を経て、2001年よりフリーランスに。雑誌や書籍の企画、編集、執筆などを行う。主な分野は、メディア論、書評、ショッピングモール、都市論、ビジネス系取材など。『思想地図β vol.1』のショッピングモール特集も監修した。最近は朝日新聞の書評欄「売れてる本」の評者を持ち回りで担当。主な著書に『タイアップの歌謡史』（洋泉社新書）、『自分探しが止まらない』（ソフトバンク新書）、『ケータイ小説的。』（原書房）、『ラーメンと愛国』（講談社現代新書）、共著書に『バンド臨終図巻』（河出書房新社）、『団地団 ベランダから見渡す映画論』（キネマ旬報社）など。TBSラジオ「文化系トークラジオLife」にレギュラー出演中。この4月から始まったNHKの番組「NEWS WEB 24」に、木曜日担当のナビゲーターとして出演中。


  ブログ：【A面】犬にかぶらせろ！http://www.hayamiz.jp/


  ツイッターID：@gotanda6

  


  
    	Web：http://xtc.bz/


    	Twitter：http://twitter.com/tsuda


    	Facebook page：http://www.facebook.com/daisuke.tsuda


    	Google+：http://plus.google.com/107266595111301357110


    	Ustream：http://www.ustream.tv/user/tsuda


    	Tumblr：http://tsuda.tumblr.com/


    	Flickr：http://www.flickr.com/photos/xtcbz


    	YouTube：http://www.youtube.com/user/xtcbz


    	Klout：http://klout.com/tsuda
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  ネオローグユニオン

  


  僕のマネージャー香月啓佑（@kskktk）とアシスタントの小嶋裕一（@mutevox）によるオフトークです。

  


  香月：ニコニコ超会議も迫ってきたね。準備もだいぶ大変そうだね。


  小嶋：そうなんだよね。結構いろいろネタを準備してるからね。


  香月：具体的に津田大介ブースでは何をするの？


  小嶋：ずーっとニコ生をやってるよ。いくつか企画を考えてる。普通に公式生放送でもできそうな感じの内容だね。


  香月：そこでは「おくのほそ道2012」のプレビューをやるんだよね。


  小嶋：副音声みたいな感じで、映像を見ながら僕と津田さんでトークするよ。あとは東さんかな。


  香月：そうそう。ゲンロン友の会と津田マガに両方登録してる人しか聞けない音声コンテンツの収録を公開でやると。


  小嶋：このパートはタイムシフトでは公開しないから、生で見るか、あるいはゲンロン友の会に加入するかだね。


  香月：ゲンロンといえばゲンロン社員との対談企画もやるんだよね。


  小嶋：そうそう。とうとうネオローグユニオン対genron ustreamとでも言えばいいのかな。このコーナーでずーっと言ってた公開労使交渉もこのコーナーでやります。


  香月：東さんも「ブラック労働自慢で両者共倒れが怖いな……ｗ」って言ってたよ。


  小嶋：ネオローグ対ゲンロンって言ってるけど、実際のところは敵じゃないしね。


  香月：ステージ企画も結構頑張ってるんだよね。


  小嶋：そうそう。もんじゅくんも幕張メッセまで来るってさ。ナトリウム漏れ防止の特殊な絆創膏作って。


  香月：見ものだよねー。


  小嶋：朝一の企画だから徹夜してダッシュで言論コロシアムまで来るように！


  香月：だから徹夜も開場ダッシュもダメなんだってば！ コミケじゃあるまいし！


  小嶋：オレ、コミケ行ったことないから分かんないんだよね……。


  香月：はっはっはコミケ上級者の僕に何でも聞いてよ。もっとも、2009年の夏に一度行ったきりで、それから行ってないんだ。でも、毎年まとめサイト見て行った気分になってるからどんな出来事があったのかは把握してるよ！


  小嶋：……なんか俺、香月くんを雇わなきゃいけない津田さんの気持ちが最近少しずつわかるようになってきたな。ユニオンから抜けて取締役になって香月くんの労働態度を何とかできないかお願いしてみる。


  香月：ちょｗｗｗおまｗｗｗｗ


  小島：はたしてネオローグユニオンの明日はどうなるのか！ 待て次号！

  


  有料メルマガの購読、課金、未達に関するお問い合わせは、reader_yuryo@mag2.com までお願いいたします。これらの件については、有限会社ネオローグにご連絡いただいても対応いたしかねますので、あらかじめご了承ください。
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    	YouTube：http://www.youtube.com/user/xtcbz


    	Klout：http://klout.com/tsuda
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  ★メルマガ、アーカイブ機能★


  まぐまぐでご購読中のメルマガをブラウザ上で読める便利なマイページサービス『Mag Mail』がありますので、ご利用ください。http://my.mag2.com/
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